
Ⅰ．はじめに

　霧島屋久国立公園の霧島地区とその周辺には，アカマツ，モミ，

ツガを主体とする天然林が約９００ha 残されている。これらの天然

林は林地保全，生態系の安定を保つために重要な森林であり，そ

のかなりの部分が特別保護地区に指定されている。しかし，近年

面積の減少や樹勢の衰え（7），シカによる採食等の被害（6）が

目立ち始めた上，アカマツ，モミ，ツガの後継樹がほとんど見ら

れない（8）という状況となっている。

　一方，霧島地区における１９４０年以降のモミ ･ツガ林伐採面積の

うち，半分以上がスギ・ヒノキ人工林へと転換されている（3）。

また，国立公園という立場から景観や生物多様性の維持が特に重

視される地域にあるため，健全な天然林の保全とともに，天然林

周辺人工林の今後の取り扱いが重要な課題となっている。

　以上のような理由から，モミ・ツガ林を伐採し造成されてきた

人工林をモミ・ツガ林へ再転換する１つの手段として，本研究で

は保護樹帯を利用する方法に注目した。保護樹帯はそもそも人工

林保護のために保残されたものであるが，保護地区の天然林と構

造的・遺伝的に同じ特性を持っていると思われる。筆者らは保護

樹帯が天然林の育成並びに人工林の育成天然林への誘導のための

キーエリアとなるのではないかと考えた。

　本研究の目的は，保護樹帯を利用した周辺ヒノキ人工林の育成

天然林への誘導の可能性を明らかにすることである。その一環と

して，本報では保護樹帯の林分構造，林内相対照度（以下，相対

照度と記す）と後継樹の侵入の関係，及びヒノキ人工林への他樹

種の侵入状況について検討を行ったので，その結果を報告する。

Ⅱ．対象地の概要

　対象地は霧島屋久国立公園内の新床国有林５９林班れ小班，よ小

班及びた小班で，大浪池南西斜面，標高９６０～９９０ｍの一般施業地

区内に位置している。また，れ小班はアカマツ，モミ，ツガを含

む針広混交林である保護樹帯であり，よ小班及びた小班はそれぞ

れ保護樹帯に隣接する３２年生，３１年生のヒノキ人工林である（図

－１）。

Ⅲ．調査方法

　対象地内において保護樹帯と垂直にほぼ南北方向に長さ７０ｍほ

どのラインプロットを約４０ｍ間隔で５本設定した（LINE１～
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５）（図－２）。また，保護樹帯における東西方向の林分構造の変

化や保護樹帯全体での現況をより詳しく把握することを目的とし

て，各ラインプロット間を保護樹帯の中心線に沿って，幅１０ｍの

ラインプロットを設定した（LINE．A）（図－２）。各ラインプ

ロットの概要を表－１に示す。

　ラインプロット内に出現したアカマツ，モミ，ツガの全個体と

胸高直径４ cm以上の広葉樹，ヒノキについて樹種，胸高直径，

樹高及び根元位置を測定した。胸高直径は直径テープを用い

０．１cm単位で，樹高はバーテックス測高器とポールを用いて０．１

ｍ括約で測定した。本報では便宜上，樹高１．２ｍ未満の個体を稚

樹，１．２～１０ｍの個体を後継樹と定義した。

　また，デジタル照度計TOPCON（東京光学機械株式会社製）を

用いて散光条件下における相対照度を測定した。測定はラインプ

ロットの基線に沿って約１０ｍおきに地上高２．０ｍにおいて行った。

その測定地点を中心にラインプロット内を１０×１０ｍの小ブロック

に分割し，その中心での測定値を小ブロックにおける相対照度と

した。

Ⅳ．結果及び考察

　１．保護樹帯の林分構造

　保護樹帯における樹高階別本数を図－３に，直径階別本数を図

－４に示す。アカマツは上層のみにみられ，上層木の大半を占め

ていた。また，アカマツは後継樹・稚樹ともに全く存在しなかっ

た。モミ，広葉樹は中層から下層にかけて見られ，後継樹・稚樹

ともに存在していた。ツガは後継樹６本のみしか存在しなかった。
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表－１．ラインプロットの概要

面　　　積

プロットNo． ヒノキ人工林
（ha）

保護樹帯
（ha）

計（ha）
長さ×幅
（m）

０．０５００．０９００．１４０７０×２０LINE１

０．０５５０．０９５０．１５０７５×２０LINE２

０．０２００．０５００．０７０７０×１０LINE３

０．０４６０．０２９０．０７５７５×１０LINE４

０．０５００．０３００．０８０８０×１０LINE５

－０．１３４０．１３４１４０＊×１０LINE．A

　＊長さはプロット内保護樹帯中心線を足したものとする

図－２．ラインプロット設定状況

図－１．対象地の概要



また，保護樹帯内の相対照度は平均で１．９％であり，かなり低い

値となっている。

　アカマツは陽樹であり耐陰性は低い事が知られている。後継

樹・稚樹が存在しないのはこの耐陰性の低さに起因するものと思

われる。モミ・ツガ稚樹は耐陰性が高いことが知られている

（5）。しかし，ツガに関しては発生２年目からの光環境の違いが

伸長成長に大きな影響を及ぼし，相対照度の低い林内では生存が

困難であることが推察されている（4）。また，ツガの結実は数

年に１度林内で一斉に行われており，加入稚樹密度はその場所の

種子生産量や母樹密度が大きいほど大きい傾向があるという報告

もある（2）。ラインプロット内においてツガが数本のみしか確

認されなかった事が，光環境によるものであるのか，あるいは種

子供給に起因するものであるのかは今後の検討が必要である。

　２．照度と後継樹の侵入の関係

　ラインプロット内１０×１０ｍの小ブロックにおけるモミ後継樹・

稚樹本数とそのブロックの中心で測定された相対照度との関係を

図－５に示した。モミ稚樹に関しては本数が少なかったため後継

樹本数と合わせて解析を行った。なお，ツガ後継樹に関しては数

本のみしか存在していなかったため，解析から除外した。

解析を行った結果，相対照度とモミ後継樹本数の間に有意な相関

は認められなかった（ｐ＝０．０５５）。モミは前述のとおり耐陰性が

高い樹種として知られており，そのことが相対照度とモミ後継樹

本数との間に相関がなかった１つの要因となっていると考えられ

る。しかし，モミは強い庇陰下ではかろうじて生育している程

度で，成長は著しく遅い（5）。その上，モミ稚樹は相対照度が

低下するにつれて枯死率が高くなり，閉鎖林内においては若い更

新樹は極めて少ないという報告がある（1）。したがって，モミ

後継樹の中には現在のように林冠が閉鎖する以前に更新したもの

が多数含まれていると考えられ，このことも相対照度と相関が見

られなかった要因となっていると考えられた。

　３．ヒノキ人工林における他樹種の侵入状況

　LINE１～５における各小ブロックごとのヒノキ以外の立木本

数を図－６に，ヒノキ人工林の概要を表－２に示す。よ小班では

広葉樹と数本のモミ後継樹の侵入が見られたが，た小班において

は広葉樹，モミ後継樹ともに全く侵入が見られなかった。

よ小班は保護樹帯の北側に，た小班は南側に位置しているものの，

両小班の間に相対照度における違いは見られず，傾斜は両小班と

も非常に緩やかであり，立地的な差とも考えにくい。しかし，ヒ

ノキ人工林における相対幹距比はよ小班で１７．２％，た小班で

１２．１％となっており，た小班のほうが個体間での競争がより激し

い小班であると言える。また，二又となっているヒノキの本数な

どにも違いがみられる事から，両小班における施業方法が異なっ

ている可能性が考えられ，そのことが他樹種の侵入に影響を及ぼ

しているのではないかと推察された。よって，今後は両小班で行

われてきた施業履歴等のデータを収集する必要があろう。
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図－３．樹高階別本数（保護樹帯）

図－５．モミ後継樹・稚樹本数と相対照度との関係

図－４．直径階別本数（保護樹帯）

表－２．ヒノキ人工林の概要

た小班
（南側斜面）

よ小班
（北側斜面）

３１　３２　林齢

１６４　１５１　合計本数（本）

１９２９　１５２５　立木密度（本／ ha）

１６．６１３．４平均直径（cm）

１２．２８．０平均樹高（m）

１２．１１７．２相対幹距比（％）

１２　４０　二又本数（本）



Ⅴ．おわりに

　今回の研究結果はあくまでも現在の森林の状況からの考察であ

るため，保護樹帯及びヒノキ人工林の現在までの林分の推移につ

いては全く明らかにされてはいない。今後は，モミ・ツガや広葉

樹の侵入時期とその後の成長並びにヒノキ人工林における施業履

歴等を明らかにし，保護樹帯を利用した人工林の育成天然林への

誘導の可能性をしていく予定である。

引用文献

（1）荒上和利（１９８７）九大演報　５７：１７－１０８．

（2）水永博己ほか（１９９８）鹿大演研報　２６：２３－３１．

（3）西園朋広ほか（２０００）日林九支研論　５３：１７－１９．

（4）西園朋広ほか（２００１）九大農学芸誌　５５：１４９－１５９．

（5）中尾登志雄（１９８５）宮大演報　１１：１－１６２．

（6）曽根晃一（１９９８）自然愛護　２２：１８－２１．

（7）上杉基・吉田茂二郎（１９９６）日林九支研論　４９：３１－３２．

（8）吉田茂二郎（１９９０）鹿大演研報　１８：２９－４１．

（２００２年１２月１６日　受理）

51

九州森林研究　No．５６　２００３．３

図－６．ブロック別立木本数（LINE１～５）


